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常
務
執
行
役
員

　

支
店
長　

鈴 

木　

康 

夫

�
�
�
�
�

受験本番に向けて
最後の三者面談
受験本番に向けて
最後の三者面談

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������� 第
３５
回
徳
栄
高
祭
が
�
邁
進

〜T
O
K
U
H
A
R
U
PR
ID
E

〜
�
を
テ
ー
マ
に
、
６
月
４
日
、

５
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
�
邁
進
〜T

O
K
U

H
A
R
U
P
R
ID
E

〜
�
と

い
う
テ
ー
マ
に
は
、
�
第
３５
回

徳
栄
高
祭
を
、
徳
栄
生
と
し
て

の
誇
り
と
自
覚
を
保
ち
つ
つ
、

文
化
・
運
動
の
両
面
に
お
い
て

第
一
線
で
突
き
進
ん
で
い
く
き

っ
か
け
に
し
た
い
。
そ
し
て
、

徳
栄
生
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
最
高
の
舞
台
に
し
た
い
�

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

初
日
は
非
公
開
で
あ
っ
た
が
、

バ
ト
ン
部
、
和
太
鼓
同
好
会
、

コ
ー
ラ
ス
部
、
吹
奏
楽
部
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
全
校
生

徒
の
前
で
発
表
し
た
。

２
日
目
の
一
般
公
開
日
は
、

昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
来
校
者

が
あ
っ
た
。

講
義
室
で
行
わ
れ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
選
手
権
で
は
、

生
徒
が
独
自
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
た
。
会
場
か
ら
溢

れ
る
ほ
ど
の
観
客
が
押
し
寄
せ
、

例
年
以
上
に
大
盛
況
の
発
表
と

な
っ
た
。

部
活
動
や
学
年
な
ど
の
展
示

で
は
、
各
団
体
の
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
お
り
、
見
応
え
の
あ
る

展
示
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

各
ク
ラ
ス
・
団
体
の
模
擬
店
で

は
、
普
段
の
表
情
と
は
違
っ
た

一
面
が
垣
間
見
え

た
。食

育
実
践
科
は
、

毎
年
大
好
評
の

�
食
育
実
践
科
レ

ス
ト
ラ
ン
�
を
営

業
。
今
回
の
メ
ニ

ュ
ー
で
は
、
日
頃

か
ら
教
職
員
や
生

徒
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
、

カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
を
補
強
し
た

�
Ｃ
ａ
Ｆ
ｅ
メ
シ
（
カ
フ
ェ
メ

シ
）�を
提
供
し
た
。
当
日
の
食

券
目
当
て
に
、
受
付
開
始
直
後

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
大
人
気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
地
産
地
消
フ
ェ
ア
で

は
加
須
産
の
う
ど
ん
を
提
供
。

食
育
実
践
科
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
３
年
連
続
で
指
定
を
受

け
た
Ｓ
Ｓ
Ｓ
（
ス
ー
パ
ー
食
育

ス
ク
ー
ル
）
事
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。
食
育
に
関
し
て

も
本
校
の
取
り
組
み
に
関
し
て

も
、
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

食
育
実
践
科
３
年

生
を
対
象
に
６
月
９

日
、
１０
日
の
２
日
間

に
渡
っ
て
集
中
特
別

講
習
が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
は
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
か
ら

シ
ェ
フ
を
お
招
き
し
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
実

習
。
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
に
勤
め
て
い
る

卒
業
生
も
来
校
し
、

進
路
に
向
け
て
正
念

場
で
も
あ
る
３
年
生

に
温
か
く
も
厳
し
い

激
励
の
言
葉
を
か
け

て
も
ら
っ
た
。
そ
の

後
、
埼
玉
県
保
健
医

療
部
食
品
安
全
課
の

方
か
ら
食
品
添
加
物
に
つ
い
て

講
習
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

２
日
目
は
、
食
肉
市
場
へ
見

学
に
行
き
、
競
り
の
様
子
や
食

の
安
全
に
つ
い
て
学
ん
だ
。�
命

を
頂
く
�
と
い
う
こ
と
を
常
に

忘
れ
ず
、
調
理
師
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
た
。
最
後
に
、
赤
坂

四
川
飯
店
へ
移
動
し
中
国
料
理

の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

辛
味
の
効
い
た
海
老
チ
リ
や
麻

婆
豆
腐
を
い
た
だ
き
な
が
ら
料

理
の
取
り
分
け
方
や
四
川
料
理

の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
。

説明会・個別相談会
第２回 ７月３１日（日）
第３回 ８月２０日（土）
第４回 ８月２８日（日）
第５回 ９月１８日（日）
第６回 ９月２５日（日）
第７回 １０月１５日（土）
第８回 １０月２３日（日）
第９回 １０月３０日（日）
第１０回 １１月１３日（日）

第１１回 １１月１９日（土）
第１２回 １１月２０日（日）
第１３回 １１月２７日（日）
第１４回 １２月１１日（日）
第１５回 １２月１８日（日）
第１６回 １２月２５日（日）
アチーブメントテスト
第１回 ９月１１日（日）
第２回 １１月３日（木）

部活動体験
第１回 ８月２１日（日）
第２回 ９月１８日（日）
食育実践科体験
第１回 ９月１０日（土）
第２回 ９月２４日（土）
第３回 １０月８日（土）
第４回 １０月２２日（土）
第５回 １０月２９日（土）
第６回 １１月１２日（土）

平
成
２８
年
度
保
護
者
会
研
修

親
睦
旅
行
が
、
６
月
２４
日
実
施

さ
れ
た
。
午
前
中
は
�
丹
沢
あ

ん
ぱ
ん
�
で
有
名
な
オ
ギ
ノ
パ

ン
で
の
工
場
見
学
や
買
い
物
を
。

昼
食
は
小
田
原
鈴
廣
に
て
、�
金

目
鯛
の
炙
り
飯
膳
�。
紅
白
か

ま
ぼ
こ
や
あ
げ
か
ま
、
自
家
製

豆
富
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
料
理

の
数
々
を
堪
能
し
た
。
午
後
は
、

愛
川
繊
維
会
館
に
て
藍
染
め
で

の
バ
ン
ダ
ナ
製
作
体
験
を
行
っ

た
。
和
気
藹
々
、
笑
顔
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
研
修
親
睦
旅
行
と
な

っ
た
。

﹇
ボ
ク
シ
ン
グ
部
﹈

※
３３
年
連
続
３３
回
目

（
日
時
）７
月
２８
日
〜

８
月
３
日

（
場
所
）広
島
市
中
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
出
場
選
手
）

フ
ラ
イ
級

並
木
月
海（
普
３
年
）

ミ
ド
ル
級

若
谷

豪（
普
２
年
）

ラ
イ
ト
級

千
田

亮（
普
３
年
）

バ
ン
タ
ム
級

五
十
嵐
春
輝（
普
３
年
）

ウ
ェ
ル
タ
ー
級

秋
山
直
人（
普
３
年
）

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

徳
田
勇
海（
普
２
年
）

フ
ラ
イ
級

西
岡
伶
英（
普
１
年
）

﹇
空
手
道
部
﹈

※
１６
年
連
続
２０
回
目

（
日
時
）７
月
３０
日
〜
８
月
２
日

（
場
所
）長
門
市
総
合
体
育
館

（
出
場
選
手
）

男
子
団
体
組
手

長

寿
樹
（
普
３
年
）

福
田
大
夢
（
普
２
年
）

小
花
一
希
（
普
２
年
）

山
口
健
太
（
普
２
年
）

山
中
豪
流
（
普
２
年
）

小
林
宗
和
（
普
２
年
）

押
田
海
斗
（
普
１
年
）

女
子
団
体
組
手

𠮷
岡
静
香
（
普
３
年
）

臼
方
菜
々
海
（
普
３
年
）

中
井
成
美
（
普
３
年
）

神
尾
美
穂
（
普
２
年
）

近
藤
真
緒
（
普
２
年
）

宇
津
木
未
歩
（
普
１
年
）

茂
木

蘭
（
普
１
年
）

男
女
個
人
戦

山
口
健
太
（
普
２
年
）

𠮷
岡
静
香
（
普
３
年
）

臼
方
菜
々
海
（
普
３
年
）

﹇
レ
ス
リ
ン
グ
部
﹈

※
１０
年
連
続
１０
回
目

（
日
時
）８
月
２
日
〜
８
月
５
日

（
場
所
）広
島
県
東
広
島
運
動
公

園
体
育
館

（
団
体
・
個
人
戦
出
場
選
手
）

５０
㎏
級

橋
本
拓
実（
普
２
年
）

５５
㎏
級

土
屋
佑
斗（
普
３
年
）

６０
㎏
級

逆
井
琉
偉（
普
３
年
）

６６
㎏
級

藤
田

悠（
普
２
年
）

７４
㎏
級

前
田
明
都（
普
３
年
）

８４
㎏
級

石
黒
隼
士（
普
２
年
）

１
２
０
㎏
級

吉
田
ケ
イ
ワ
ン

３
年
生
の
進
路
三
者
面
談
が

６
月
６
日
か
ら
１７
日
の
２
週
間
、

各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
室
で
行
わ

れ
た
。

面
談
で
は
、
希
望
進
路
と
現

状
の
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、

今
後
の
学
習
に
つ
い
て
の
話
が

さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
受
験
校

や
学
部
学
科
な
ど
を
決

定
し
て
い
く
た
め
に
、

受
験
方
法
な
ど
の
具
体

的
な
話
も
さ
れ
た
。

１
学
期
も
後
半
に
入

り
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

受
験
勉
強
が
更
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、

夏
休
み
は
受
験
生
に
と

っ
て
、
志
望
大
学
の
決

定
を
左
右
す
る
大
事
な

時
期
と
な
る
。
Ａ
Ｏ
入

試
を
受
験
す
る
生
徒
の

中
に
は
、
夏
休
み
前
か

ら
試
験
の
対
策
が
始
ま

る
生
徒
も
い
る
。
自
分

の
受
験
方
法
に
つ
い
て
具
体
的

に
確
認
し
、
夏
休
み
の
学
習
に

繋
げ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
面
談
を

通
し
て
受
験
生
と
し
て
の
意
識

を
更
に
強
め
て
受
験
に
臨
む
。

第
１７
回
定
期
演
奏
会
が
６
月

１１
日
、
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
校
外
で
の
定
期

演
奏
会
の
実
施
は
昨
年
に
続
き

２
回
目
だ
が
、
５
５
０
名
を
超

え
る
来
場
者
を
迎
え
、
演
奏
会

は
大
成
功
を
お
さ
め
た
。

第
１
部
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
課
題
曲
�
ク
ロ
ー
バ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
�
で
始
ま
り
、
会
場
に

は
大
き
な
拍
手
が
響
き
渡
っ
た
。

第
２
部
は
�
世
界
一
周
�
を
テ

ー
マ
と
し
た
演
奏
で
、
飛
行
機

に
乗
っ
て
世
界
旅
行
を
し
て
い

る
よ
う
な
楽
し
い
時
間
と
な
っ

た
。

演
奏
に
は
、
卒
業
生
や
４
月

に
入
部
し
た
ば
か
り
の
新
入
生

２２
名
も
参
加
し
て
い
た
。
本
校

の
吹
奏
楽
部
員
は
、
高
校
に
入

学
し
て
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め
た

初
心
者
も
多
い
。
今
年
も
、
部

長
を
中
心
に
上
級
生
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
全
員
が

力
を
合
わ
せ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
演
奏
会
の
中
で
も
、

第
１５
代
部
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

述
べ
ら
れ
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
、
ス
パ
ー

ク
作
曲
�
陽
は
ま
た
昇
る
�。

こ
の
曲
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
作
曲
さ
れ
た
吹
奏
楽
曲
で
、

楽
譜
の
印
税
は
日
本
赤
十
字
社

に
寄
付
さ
れ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル

曲
は
、
今
年
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
を
受
け
、
被
災
地
の

た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
部

員
た
ち
の
希
望
で
決
ま
っ
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
生
徒
会
役
員
の

生
徒
た
ち
が
募
金
を
呼
び
か
け
、

演
奏
会
終
了
後
に
は
、
千
円
札

を
手
に
し
た
小
さ
な
子
供
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

第
１
回
保
護
者
会
観
劇
会
が

６
月
２１
日
、
お
台
場
ビ
ッ
グ
ト

ッ
プ
に
て
行
わ
れ
保
護
者
４８
名

が
参
加
し
た
。

毎
年
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
今
年

は
年
２
回
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
演
目
は
シ
ル
ク
・
ド

ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
�
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
�。
人
間
の
謎
や
進
化
を
表

現
す
る
独
特
な
世
界
観
の
中
、

演
者
た
ち
は
次
々
と
人
間
離
れ

し
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
成
功
さ

せ
た
。
創
作
力
に
溢
れ
る
演
技

の
数
々
に
圧
倒
さ
れ
、
長
時
間

の
演
目
が
あ
っ
と
い
う
間
で
あ

っ
た
。

最
後
に
は
大
き
な
拍
手
と
共

に
参
加
者
全
員
に
感
動
を
与
え
、

世
界
最
高
峰
の
サ
ー
カ
ス
集
団

が
魅
せ
る
究
極
の
表
現
力
に
保

護
者
・
教
職
員
共
に
息
を
の
む

ば
か
り
だ
っ
た
。

体
育
館
で
、
生
徒
会
主
催
の

生
徒
総
会
が
５
月
２８
日
に
行
わ

れ
た
。

本
会
の
監
査
委
員
長
も
務
め

る
総
務
委
員
長
の
古
谷
翼
君

（
普
３
―
４
）
を
議
長
と
し
て
、

会
は
進
め
ら
れ
、
議
案
す
べ
て

が
審
議
さ
れ
、
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
た
。

議
案
は
次
の
通
り
。

第
１
号
議
案

監
査
委
員
の
承

認
第
２
号
議
案

各
種
委
員
会
活

動
報
告

第
３
号
議
案

平
成
２７
年
度
生

徒
会
会
計
決
算
報
告

第
４
号
議
案

平
成
２８
年
度
生

徒
会
会
計
予
算

第
５
号
議
案

各
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
か
ら
の
議
題

第
６
号
議
案

第
１７
回
栄
北
高

祭
テ
ー
マ

特
に
第
２
号
議
案
で
は
活
動

に
対
す
る
質
問
や
、
要
望
な
ど
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
栄
北
高
祭

の
テ
ー
マ
は
、
南
良
友
紀
子
さ

ん
（
普
３
―
２
）
が
発
案
し
た

�
希
望
―
青
春
を
駆
け
抜
け
ろ

―
�
に
決
定
し
た
。

総
会
の
最
後
に
山
本
末
一
校

長
は
、
�
今
年
の
生
徒
総
会
は
、

昨
年
以
上
の
形
に
な
っ
た
。
生

徒
か
ら
の
質
問
も
活
発
で
良
か

っ
た
。
行
事
に
つ
い
て
は
、
栄

北
高
校
ら
し
い
形
で
、
学
び
も

取
り
入
れ
つ
つ
、
計
画
、
実
行

し
て
い
き
た
い
�
と
講
評
し
た
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
０
４
８
（
６
６
４
）
７
５
９
８

保
護
者
会

2016 情熱疾走 中国総体出場‼

生
徒
総
会

生
徒
総
会

研
修
親
睦旅

行

「邁
進
」
の
願
い
を
込
め

第
３５
回
徳
栄
高
祭

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

究極の表現力に
全員が感動

平成２９年度入試相談会・説明会・体験会等日程

●上記以外でも随時、見学・説明・相談を受け付けております。お気軽にお問い合わせください。
●イベントの詳細・予約などは本校ホームページをご参照ください。

●入試広報センター TEL ０４８０―６５―８１８５、FAX ０４８０―６５―８１８６ e-mail : admission@hanasakitokuharu-h.co.jp

花咲徳栄高等学校 普通科・食育実践科
〒３４７―８５０２ 埼玉県加須市花崎５１９ TEL．０４８０―６５―７１８１（代） http : //www.hanasakitokuharu-h.info/

食育実践科３年 集中特別講習


